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新刊紹介 

これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 
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○ 斜陽に立つ 
　　　　　  　　　　　古 川 　 薫  
 
　“旅順開城約成りて　敵の将軍ステ
ッセル　乃木大将と会見の　所はいず
こ水師営” 
　昭和戦前に育った子供たちがうたっ
た文部省唱歌。日露戦役でもっとも名
を知られたのはこの乃木大将と東郷元
帥であった。今、この両将軍をなつか
しく思いおこすのは幾人たりや－と
思わざるを得ない。明治は遙かなりで
ある。山口、下関市生まれの古川さん
が描いた乃木将軍の生涯を描いた伝記
小説。乃木希典は長府藩邸内の長屋で

誕生。今は高級マンション群れ立つ六
本木ヒルズの場所説から物語ははじま
る。なかで司馬遼太郎著の『殉死』に
軍事作戦家として無能にちかかったと
あることについての批判もくわえられ
ている。しかし、満州軍総参謀長児玉
源太郎と乃木希典という双曲線をなし
て武人として生きた明治の日を、古川
さんは多くの角度から照明を当て、斜
陽に立つ乃木という人物をていねいに
描きあげられた好著である。 

再生紙使用 

受贈図書紹介 
順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 
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坂道の町 
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俺の海軍時代と戦後 
百七通の軍事郵便 
遙かなる絆 
嗚呼青春のグラフィティ 
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○ 歌集　夢ならば 
中島輝洋子  

　 

○ 文芸宗像　楠の会 
群青　第９号 　 

　この『群青』も刊行のた
びに寄贈を受けている。小
説、エッセイ、童話、詩に
川柳と多彩な内容。八女高
出身の詩人深町凖之助さん
エッセイに「詩と私」深町
さん自身の詩の履歴書とい
ってもよいし、詩をとおし
ての自分史としても読める。 
　秋はまっさかさま 
　がくんと首うなだれて 
　暮れる。 
　そうか　そうなのか 
　人間　本来　無一物 
　そうじゃないのかな 
　と虫が鳴く 
　納得して戸を閉める 
　では又　明日 

○ 季刊　文章歩道　夏号 　 
　毎号寄贈を受けている随
筆雑誌である。 
　喜早哲さんの「抒情歌そ
の25」はＮＨＫ番組『夢を
あなたに』の中での「今月
の歌」の一曲。『銀色の道』
秘話を興味深く読む。 
　遠い遠いはるかな道は 
　冬の嵐が吹いてるが 
　谷間の春は花が咲いて
る‥‥ 
　作曲家宮川泰さんは北海
道留萌の生まれとか。歌碑
を建てようといった気運に
ついても書かれている。つ
づいて読んだのが古池範子
さんの「でんぐり返し」孫
の貫太くんがでんぐり返し
を上手にやって見せる。そ
れを見ながら体操が苦手だ
った少女の日を回想する範
子さん。 

○ 紫水　No29  
　格調高い内容充実のエッ
セー誌である。しかしなが
ら同人あいつぐ逝去で、こ
こへ来て入れ替わりの時季
かと、編集秋山喜文さんの
後記。まず巻頭森山靖章さ
んの「コミュニケーション
周辺雑話」で、小学生では
英語教育は早すぎるのでは
ないかとのご意見。大学生
こそ、しっかり会話のでき
る英語をやろうと提唱。「日
本人学生は恵まれていて甘
えすぎている。英語は世界
共通語である。当然マスタ
ーしておくべき言語であ
る」。中島典人さんの作家
城山三郎追悼記は自分の海
軍体験と照らし、城山さん
の人となりをよく読みとら
えている。田島安江さんの
「本が作りたくて」は出版
社をたちあげた理由が描か
れている。 
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インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan
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